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あらまし 医学・生理学，生物学分野における文献情報の多くは，米国立医学図書館 (NLM: National Library of

Medicine)の生物工学情報センター (NCBI: National Center for Biotechnology Information)が提供する PubMedサ

イトを通じて入手することができる．本研究では，PHPをベースとした CMS：XOOPSを基本ツールとして利用し，

PubMedと連携する形で書誌情報の集約，共有ができる機能を提供するモジュール：PubMedPDFを開発した．この

モジュールを用いることによって，PubMedにおいて付加されたインデックス (PMID)を持つ文献については，自動

的に文献の詳細情報を取得し，著者，発行年，掲載雑誌別のインデックスを作成することができる．さらに，論文リ

プリントが PDFファイルとして手元にある場合には，文献一覧から簡単に参照することが可能な環境を実現するこ

とができる．
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Abstract PubMed (http://www.nxbi.nlm.nih.gov/entrez/) is the standard public database system for publications

in medical and biological fields. Every registered paper in this database is assigned a unique ID number, PMID. De-

tailed information for a given paper can be obtained from the database using PMID as a key. Recently, applications

of Content Management Systems (CMS) have become widespread for constructing WWW portal sites. Taking ad-

vantage of these resources for neuroinformatics, we have applied the CMS technologies for providing a data sharing

environment in the laboratory. In this paper, we present a bibliographic database module, PubMedPDF, which can

be used on a PHP-based CMS, XOOPS. The module is capable of managing PDF (Portable Document Format)

reprint files in addition to their bibliographical information provided by PubMed. Registered literature information

is automatically indexed based on the title, authors, year of publication, journal and key words in abstracts.
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1. ま え が き

医学・生理学，生物学分野における文献情報の多くは，米

国立医学図書館 (NLM: National Library of Medicine)の生物

工学情報センター (NCBI: National Center for Biotechnology

Information) が提供する PubMedサイトを通じて入手するこ

とができる．PubMed に登録されている文献には固有の番号

(PMID)が付けられており，この PMIDによって該当する文献

に関するタイトル，著者名，発行年，掲載誌などに関する情報

を参照することができる．

このような PubMed の機能を個人の文献情報管理に活用す

る方法が，平成 11～15 年の文部科学省振興調整費「視覚系の

ニューロインフォマティクスに関する研究」プロジェクトにお

いて提唱され，これをサポートするツール類も開発，公開され

ている [1], [2]．このように統一的な文献管理の方法が確立され

ることによって，研究室内や研究テーマの近いグループ間など

で書誌情報を共有することも容易になり，コンピュータ，ネッ

トワークの効果的な活用に結び付くことが期待できる．

さて，インターネットによる情報共有の方法としてはWorld

Wide Web(WWW)が広く活用され，個人から国家レベルに至

る様々な規模のサイトが日々誕生している．このようなWWW

システムの構築においては，最近ではデータベースをバックに

持ち，コンテンツの管理およびサイト運用の業務など，ほとん

どの作業をWWWブラウザを通じて実施するシステム環境：

コンテンツマネージメントシステム (CMS) が広く用いられる

ようになっている．CMS の導入はサイトの構築，管理を飛躍

的に簡単化し，費用と時間の節約につながることから，標準的

なWeb技術として定着しつつある．

導入，運用が容易で，広く使用されている CMS としては，

Pythonと Zopeに基づく Ploneや PHPに基づく XOOPSな

どがある [3], [4]．本研究では，導入，運用が容易な XOOPSを

基本ツールとして利用し，この環境下において PubMed と連

携する形で，書誌情報の集約，共有ができる機能を提供するモ

ジュール：PubMedPDF を開発した．このモジュールを用い

ることによって，PMIDが付加された文献については，自動的

に文献の詳細情報を取得し，著者，発行年，掲載雑誌別のイン

デックスを作成することができる．さらに，論文リプリントが

PDFファイルとして手元にある場合には，このファイルをデー

タベースにアップロードしておくことによって，文献一覧から

簡単に参照することができるようになる．なお，PMIDのない

文献については，登録ページにおいて情報をユーザが登録する

ことによって，同じシステム上で管理することができる．

2. システム構成と特徴

本研究において基本システムとして使用した XOOPS は，

フリーソフトウェアとして利用できる CMS の一つであり，

MySQL をデータベース，Apache をWWW サーバとして用

い，スクリプト言語 PHPによって記述されている [5]～[7]．開

発したモジュールは XOOPS が利用できる環境であれば直ち

に利用することができる．最近では，XSAS，XAMPP など，

XOOPSに必要なMySQL, Apache, PHPなどをまとめたサー

バスタックパッケージも公開されている．これらを使用するこ

とによって，Windows, Linux, Mac OS X など様々な OS に

おいて，パッケージをコピーするだけで運用を始めることがで

きるため，コンピュータ，ネットワークに関する専属のスタッ

フがいない小規模な研究室においても極めて容易に導入，利用

することができる (参照：付録) [8]．

なお，XOOPSについては導入が容易でありながら，大規模

なサイトの運用にも耐えうることが示されている．また，モ

ジュール単位で様々な機能が追加できることから拡張性も優れ

ている．本研究においても，ユーザ管理，ネットワークアクセ

スなどに関しては XOOPS 自体が持つ機能を活用することに

よって，文献情報の登録，利用，検索などに焦点を絞った機能

の実装を進めることができ，実用的な文献データベースシステ

ムを短期間，低コストで実現できることが実証された．

開発したデータベースシステム：PubMedPDFには，以下の

ような特徴がある．

• 情報の入力，閲覧などのあらゆる操作がWebブラウザ

から行える．

• PMID を入力することによって PubMedサイトへの自

動アクセスが行われ，該当する文献情報の入手と著者別，発行

年，掲載誌毎の分類が実施される．

• PMIDで名前を付けられた論文リプリントファイル (ファ

イル名の本体は PMID，拡張子は pdfとする)をアップロード

することにより，著者別，発行年，掲載誌毎に自動的に分類，

保存される．

• データベースに登録された文献について，参照者のコメ

ント，関連資料などを付加していくことができる．

• 著者，キーワードなどによる PubMed サイト及びデー

タベース内の文献検索機能を備えている．

• PMIDのない場合にも，文献情報を入力することによっ

て同じ環境下で文献の管理，共有が可能である．

• テーマ毎に文献情報をグループ化し，ユーザ間で共有す

ることができる．

• 論文誌の書式に応じたテキスト，BIBTEX形式での文献

リストが出力できる．

• 新たに登録された文献情報を XOOPSの標準モジュール

である Newsモジュールの記事として自動的に投稿，掲載させ

ることができる．

2. 1 モジュールの構造

PubMedPDFは XOOPSのモジュールとして実現されてお

り，図 1 に示すように XOOPS モジュールの構造に基づき，

admin，images，language, sqlディレクトリにモジュール管理

者機能，アイコン画像，英語・日本語メッセージ及びテーブル構

造に関するファイル類をまとめている [9]．また，class, include

ディレクトリには共通的に利用されるプログラムを保存して

いる．

xoops version.php をはじめとする basic functions は，モ

ジュールの基本情報を設定しているプログラムであり，ここか

ら呼び出された author.php，year.php, journal.php において
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図 1 PubMedPDF モジュールのプログラム構造

Fig. 1 Structure of PubMedPDF module
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Fig. 2 Top page of PubMedPDF

文献情報の一覧表示を, paper desc.phpにおいて文献情報の詳

細表示をおこなう機能を提供している．文献情報の登録や変更，

検索については，図 1 においてグループ分けしたプログラム

群 (register & edit functions, search, favorite & bibliography

list functions) によって実装されている．登録してある文献

に関する PMID リストの作成や PMID のない文献に関する

XML情報ファイルの書き出し，読み込みなどの機能について

は maintenance functionsにおいて提供されており，これらの

機能によりデータベースのバックアップや移行が簡単に行える

ようになっている．なお，このモジュールにおいては各機能が

独立したプログラムとして実装されており，機能拡張やデバッ

グが容易な構成となっている．

2. 2 モジュールの導入と利用

XAMPP を使った運用の場合においては，XAMPP のパッ

ケージを指定されたディレクトリ (Linuxの場合は/opt，Win-

dowsの場合は C:)にコピーし，PHP4を利用するように設定を

変更して XAMPPを起動する．XAMPPディレクトリ下にあ

る htdocsに XOOPS のパッケージファイルをコピーし，Web

ブラウザから XOOPSの環境を設定することで利用環境が整

う．PubMedPDFについては，他の XOOPSモジュールの導

入と同様，モジュールファイルを XOOPS ディレクトリ下の

modulesディレクトリにコピーし，管理者メニューのモジュー

ル管理においてインストールすればよい．インターネットアク

セスに Proxyを使用する場合は，PubMedPDFモジュールの

設定メニューで Proxyのアドレスとポートを設定しておく．な

お，付録において XAMPP に PubMedPDF などのモジュー

ルを加えた研究室向けパッケージ XLP(XOOPS Laboratory

Portal)の導入方法を記載した．
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Fig. 3 Registration of bibliography with PMID

本システムの起動により，ネットワークに接続しているコン

ピュータからデータの登録，閲覧が可能となる．サーバに対し

てWebブラウザからアクセスすることによって，図 2 のよう

に，登録してある文献情報について著者名 (Last nameのイニ

シャル)，発行年，発行誌からのアクセスページがトップページ

として表示される．

2. 2. 1 文献情報の登録と閲覧

PMID を持つ文献については，図 2 の左側に表示されたメ

ニューから登録 (PMID あり)を選択することで表示される登録

ページ (図 3)から PMIDを入力する，あるいは，PMIDに基

づく名前の PDFファイルをアップロードすることによって登

録することができる．この操作によって，モジュールは PMID

に基づき PubMedサイトへ自動的にアクセス，該当する文献

情報を取得し，データベースに登録する．

なお，登録データの削除や，データベースに登録されている

文献情報に関する PMID の一覧をファイルとしてダウンロー

ドしたり，逆にそれを使って一括登録することもこのページか

ら行うことができる．この機能は，データベースの継続的運用，

バックアップにとって非常に有効であり，さらに，各研究室に

おいて集約された文献情報は，特定のテーマに分類された文献

リストという新たな価値を生むことになる．

一方，PMIDを持たない文献情報については，まず，掲載誌

に関する情報 (英語名称，日本語名称，発行所など)をジャーナ

ル登録機能によって登録する．文献情報については，“メニュー

から登録 (PMIDなし)“をクリックし，登録ページにおいて文

Download archive of XML files

図 4 PMID を持たない文献情報の登録

Fig. 4 Registration of bibliography without PMID

献に関する情報を入力する (図 4)．この登録操作により，文献

情報はデータベースに書き込まれると同時に XMLファイルが

作成される．この XMLファイルを用いることにより，別のマ

シンへの転送，共有を行うことが簡単にできる．データベース

に登録された文献情報の XMLファイルを保存しておくことに

よって，登録情報を再現することができることから，ユーザレ

ベルでのデータバックアップにも利用することができる．

こうして登録された文献に対しては，トップページの著者名

のアルファベット，発行年，ジャーナル名からアクセスするこ

とができ、該当する文献の一覧が図 5のように表示される．

文献のリプリントが PDFファイルとして添付されている場

合は，この一覧において文献名が太字で表示されている．右下

にある [PDF]という PDFファイルへのリンクをクリックする

ことにより，図 6に示すように該当する文献の PDFファイル

が Acrobat Readerなどの PDFビューアソフトにより表示さ

れる．

文献に関する詳細な情報は，[詳細]をクリックすることによっ

て表示される．図 7に示すように，詳細表示ページにおいては

アブストラクトなどが表示され，PDF ファイルのアップロー

ドもこのページから行うことができる．また，各文献の PMID

をクリックすることで該当文献の PMID サイトに移動するこ

とができる．お気に入り機能は，テーマなどに基づき文献情報

のグループを作成することができるもので，ユーザごとに自由

に作成，編集することができる．

文献の一覧においては，[favorite] をクリックすることで該

当の文献をとりあえず「お気に入り」に登録しておくことがで

き，後ほど編集，整理することができる．また，[note]によっ

て閲覧者のメモやファイルを追加しておくことで，関連した資
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Fig. 6 Display of PDF reprint file

料などを文献とともに管理する機能を備えている (図 8)．なお，

付加されたメモについても，これを作成したユーザのみ (非公

開)，あるいは，全てのユーザが閲覧可能 (公開)に設定するこ

とができる．

2. 2. 2 文献情報のグループ化とその活用

こうしてグループ化された文献情報は，メニューの「お気に

入り」から参照することができる．グループは階層的に構成す

ることができることから，テーマ別，著者別など細かい分類が

可能となっている．本モジュールの開発方針として，データの

登録の手間は極力排除し，データベースに集約されたものを活

用する際にユーザが目的に応じて編集していくものとした．す

なわち，利用者が登録された情報を使って「お気に入り」を増

やしていくことによって，テーマ，目的に応じたデータベース

へと発展させることができる．

グループ化された文献情報については，ユーザが設定した形

式に整形した参考文献リストを作成することができる．文献リ

ストの作成にあたっては，図 9(a) に示した新規テンプレート

作成によって文献タイトル [T]，著者名 [A]，発行年 [Y]などの

出力順，形式などを設定し，これをテンプレートとして保存す

る．こうして保存されているテンプレート名を選択することで，

テンプレートの形式で文献リストが出力される (図 9(b))．作成

されたリストの中で不要なものは削除するなどの編集も可能で

あり，こうして作成された文献リストはテキストファイル，あ

るいは，BIBTEXフォーマットファイルとしてダウンロードす

ることができる．

2. 2. 3 文献情報の検索

データベースに登録されている情報に関しては、図 10(a) に

示すようにタイトル，アブストラクトに含まれる単語に基づき

検索を行うことができる．この際，著者，ジャーナル，発行年

なども指定することができることから，目的とする文献情報を

探し出す際に付加的な情報を入れることによって，効率の良い

検索が可能である．

さらに，図 10(b)のように，このモジュールから直接PubMed

サイトへアクセスして検索が可能である．検索によって得られ

た文献情報については，マウスによりチェックすることでデー

タベースに登録できる．なお，PubMed検索において利用する
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キーワードに関しては，良く使用するキーワードの組を保存し

ておくことができる．

3. 評価と考察

開発したモジュール PubMedPDF は，sourceforge.jp など

を通じて公開しており，2004 年 12 月下旬以来，3,000 件以上

のダウンロードを記録，研究室における文献情報管理に留まら

ず研究成果の公表などにも利用されている．XAMPP のよう

なパッケージを用いることで，XOOPS及び PubMedPDFモ

ジュールは，OSに依存せず簡単に利用することができ，大学

の研究室などにおいても容易に導入できるシステムとして活用

Attached notes

Note editor

Text input

Uploading file

Selection of public/private

図 8 メモの追加

Fig. 8 Attachment of notes

されている．なお，インターネットに公開されているサイトで

利用する場合には，サーバや登録情報に関して，XAMPPにセ

キュリティ設定機能や Apacheのアクセス制限によるセキュリ

ティの確保が重要である．

文献検索に関する研究，開発では，これまで人類が蓄積して

きた膨大な書誌情報を管理，その中から目的とする文献情報を

抽出するための方法論を中心に，文献に記載された内容にまで

踏み込んだ全文検索や自然言語処理に基づく柔軟な情報抽出な

ど，大量のデータを効率良く処理することを意識したものが多

く見られる．一方，研究室レベルにおける文献情報の管理は，

EndNote など市販のソフトウェアにより比較的小規模なデー

タベースが利用されているケースが多い．このような異なるス

ケールの文献管理を結びつけ，各研究者が蓄積，整理した情報

を研究室，ソサエティなどで相互に活用していくことができれ

ば，特定分野の文献リストという新たな情報リソースを生み出

すことになる．

すなわち，インターネットを通じて膨大な情報を入手可能な

環境を背景に，各人が要求する情報インデックスを集約，共有

していくソーシャルブックマーク、フォークソノミー環境の実

現が，今後より一層重要となるであろう．本システムにおいて

も，利用する研究者が特定の分野についてグループ化した文献

情報は，学術文献に関するフォークソノミーのリソースの一つ

として活用でき，このような小規模データベースによって生み

出される情報の共有化を進めることで，研究の効率化，研究者

相互の交流を促すことが期待できる．
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図 9 テンプレートと文献リストの生成結果

Fig. 9 Template and bibliography list

開発したシステムについては，集約された文献情報から重要

なキーワードの自動抽出およびこれに基づく分類や PubMed

に対する自動巡回機能などの導入など，さらなる改良，発展が

考えられる．また，情報の登録，閲覧状況を把握するためのロ

グ機能や他の分野において公開されているデータベースとの連

携など，幅広く活用していくために有効な機能のインプリメン

トが必要とされており，現在，それらの導入について検討を進

めている．さらに，現在，XOOPSをベースに実験データなど

を管理するモジュールの開発を進め，実験データから文献情報，

研究資料にいたる様々な研究リソースを統合的に管理するシス

テムへの展開も進めている．

4. む す び

本研究では，PubMed で公開されている文献情報を活用し，

研究室や個人レベルで目的，テーマに応じたデータベースシス

テムを構築するためのツールを開発した．このシステムについ

ては，2006年 1月にバグフィックス，PHP5への対応を行った

Results
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AND/OR selection for input keywords

(a) データベース登録情報の検索

(a) Search of registered data
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(b) PubMed を利用した検索

(b) Search of PubMed registered data

図 10 文献情報の検索

Fig. 10 Search of bibliography information

新たなバージョンをリリースした．

医学，生物学分野は，日々，多くの報告，論文が発表される

研究分野の一つであり，最新の研究動向を把握し，新たな研

究手法，テーマを進めていく上で，効率の良い文献調査，管

理は極めて重要な技術である．このような情報技術を活用し

た研究情報の管理，共有について，脳・神経科学分野におい

ては，OECD の勧告によって設立され国際ニューロインフォ

マティクス統合機構 (the International Neuroinformatics Co-



ordinating Facility: INCF)を中心に急速に進展している．我

国においても神経情報基盤センター (Neuroinformatics Japan

Center: NIJC)が設立され，神経科学分野を中心とするポータ

ルサイトの設置及びそのためのソフトウェアの開発が進められ

ている [10]．本システムもこのプロジェクトと連携して開発，

改良が進められており，個人，研究室レベルでの情報の集約，

管理に加え，こうした情報資源を社会的に共有していくシステ

ムの構築，運用を進めていくことが今後の課題である．
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付 録

1. XAMPP/XLPの利用方法

ファイルのコピーのみで，PubMedPDF を始めとする

XOOPS ベースの研究室グループウェア環境を提供す

るパッケージ XOOPS Laboratory Portal (XAMPP/XLP)

を用いることによって，研究室レベルでの情報共有環

境を構築することができる．本付録では，その手順に

ついて簡単に述べる．なお, Mac OS に関しては，大

阪大学大学院大澤研究室 (http://ohzawa-lab.bpe.es.osaka-

u.ac.jp/resources/portalpackage.html) で配布されているパッ

ケージを利用するのが便利である.

（ 1） パッケージのダウンロード

このパッケージは，配布サイト

http://bis.shse.u-hyogo.ac.jp/xampp xlp/

からダウンロードできる．

（ 2） インストール

ダウンロードしたパッケージを展開後，次のように展開した

ディレクトリ (フォルダ)をコピーするだけでよい．

Windows: xamppフォルダ以下を c:\ にコピーする

Linux: 管理者となって, 次のような操作で, lamppフォルダ

以下を/opt/ にコピーし, 全てのファイルの所有者を nobody

に変更する．

# cp -r lampp /opt

# chown -R nobody /opt/lampp

（ 3） XAMPPを起動する．

Windows: C:\xamppフォルダの xampp startを実行する．

Linux: 管理者権限で, 以下のように

# /opt/lampp/bin/lampp start

を実行する．

（ 4） XAMPPを終了する．

Windows: C:\xamppフォルダの xampp stopを実行する．

Linux: 管理者権限で, 以下のように

# /opt/lampp/bin/lampp stop

を実行する．

（ 5） アンインストール

Windows: C:\xampp フォルダを削除する．

Linux: 以下のようにして /opt/lampp を削除する.

# rm -r /opt/lampp/

（ 6） WWWブラウザから http://localhost/xlpにアクセス

する．ユーザ名 root(パスワードも同じ) でログインすること

により，ユーザメニューから XOOPSの管理者メニューに移動

することができる．なお, ネットワーク接続に Proxyを使用し

ている場合には，この管理者メニューにおいて，PubMedPDF

アイコンをクリックすることで表示される configureで Proxy

の IPアドレス，ポート番号を設定しておく必要がある．

（ 7） ユーザ，モジュールの追加やページのレイアウトなど

も全てこの管理メニューにおいて行うことができる．詳細につ

いては，XOOPS関係の書籍を参照されたい．

2. PubMedPDF関連サイト

PubMedPDFに関しては，以下のサイトで管理，公開を行っ

ている．

CVSツリー，要望，開発情報など

http://sourceforge.jp/projects/ppdf

ダウンロード，マニュアルなど

http://bis.shse.u-hyogo.ac.jp/jp/

http://www.web-learner.com/


